
 

番号 19 対象地名 中島水神堂 

所在地 
富士市原田（吉原中島町 2丁

目付近） 

 

種別 公園（児童遊園地） 

湧水分類 中島水神堂 

水質 

 

 

 

 

 

概要 

 

 

・松原川の水源になる湧水である。半分は「御殿・吹上水源池」に送られている。 

・道路下を水が流れて吉原中島町内を巡り、川に流れ込んでいる。 

・中島児童遊園地内の池に石碑があり、その向かい側に中島水神堂がある。 

周辺状況 ・原田公園の北側の台地で、周辺は、住宅が密集している。 

歴史 

 

・かつて、水神堂付近から豊富に水が湧き出し、分水されて一方は中島の灌漑
かんがい

用水
ようすい

、一

方は今泉の飲用水となった。 

・分水した由来については、大正 3年（1914）の「原田村沿革誌」は、徳川時代に御守

殿を今泉村御殿に新築したとき、「御茶の水」に引き入れたという伝説があると記し

ている。分水方法については、江戸時代の宝暦 12 年に干ばつがあり、中島・原田の

両村での話し合いにより分水石を建設して分水されたとあり、昭和 25 年ごろまで湧

水の川を二等分する石があったそうである。 

その他 

【祭り・イ

ベント】 

■祭り・イベント 

・水神堂の水神は、毎年１月 11 日が祭日とされ、現在もこの湧水をもらっていた今泉

の３地区（御殿・吹上・寺市場）が交代で祭りに参加している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（湧水源）                  中島水神堂 

 

 

 

・中島児童遊園地

中島水神堂 

・原田公園 


